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ルート プランの概要

メニューバーの Route Plan ドロップダウン リストから、ルート パターン、ルー

ト フィルタ、ルート リスト、ルート グループ、ハント パイロット、ハント リ

スト、および回線グループを使用して Cisco CallManager のルート プランを設定

できます。

この章では、次のルート プランについて説明します。

• 自動代替ルーティング（P.15-2）

• ルート プランの概説（P.15-6）

• ルート グループとルート リスト（P.15-8）

• ルート パターン（P.15-10）

• ハント リスト（P.15-17）

• ハント パイロット（P.15-18）

• コール カバレッジ（P.15-19）

• ハント グループのログアウト（P.15-22）

• Closest Match ルーティング（P.15-25）

• スタティック番号分析（P.15-27）

• 特殊文字と設定値（P.15-32）

• 発信側および着信側の変換（P.15-48）

• 発信者 ID および制限（P.15-53）

• 外部ルート プラン ウィザード（P.15-63）

• ルート プラン レポート（P.15-69）

• 参考情報（P.15-70）
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自動代替ルーティング
Automated Alternate Routing（AAR; 自動代替ルーティング）は、代替番号を使用

して、PSTN または他のネットワーク経由でコールを再ルーティングするメカニ

ズムを提供します。AAR 機能のサブセットとして、Cisco CallManager は、ロケー

ションの帯域幅が不十分であるためにコールをブロックする場合は、PSTN また

は他のネットワーク経由でコールを自動的に再ルーティングします。AAR を使

用すると、発信者が電話を切って着信側にリダイヤルする必要がなくなります。

あるロケーションのデバイスから別のロケーションのデバイスにコールが発信

される場合、どちらのロケーションでも、使用可能な最大帯域幅から、そのコー

ルに必要なロケーション帯域幅が差し引かれます。どちらかのロケーションで、

そのコールに対してロケーションの帯域幅が不足している場合、Cisco

CallManager は、コールをブロックせずに、AAR グループのテーブルと終端電話

番号の外部番号を使用して、PSTN または他のネットワーク経由でコールを再

ルーティングするための代替番号を提供します。Cisco IP Phone により、「Network

congestion, rerouting.」というメッセージが表示されます（このメッセージは、

Cisco CallManager サービスの Service Parameters Configuration を使用して設定し

ます）。Cisco CallManager は、代替番号を使用して、コールを自動的に再ルーティ

ングしようとします。再ルーティングに成功すると、発信者は着信側に接続され

ます。

AAR は、帯域幅が十分ではない場合に、次のコール シナリオをサポートしてい

ます。

• コールが、あるロケーション内の IP Phone の回線または電話番号（DN）か

ら発信され、別のロケーション内の別の IP Phone の回線または DN で終端す

る。このシナリオには、複数のロケーションに存在する終端 IP Phone デバイ

スとの共有回線で終端するコール、および Cisco ボイスメール ポートで終端

するコールが含まれます。

• あるロケーション内のゲートウェイ デバイスを経由する着信コールが、別

のロケーション内の IP Phone の回線または DN で終端する。このシナリオに

は、複数のロケーションに存在する終端 IP Phone デバイスとの共有回線で終

端するコール、および Cisco ボイスメール ポートで終端するコールが含まれ

ます。
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第 15 章      ルート プランの概要

自動代替ルーティング

Cisco CallManager は、AAREnable エンタープライズ パラメータが true に設定さ

れている場合に限り、帯域幅が十分でないという理由で、PSTN または他のネッ

トワーク経由でコールの再ルーティングを自動的に試行します。PSTN または他

のネットワークに接続されているゲートウェイ デバイスにコールをルーティン

グしようとする場合、Cisco CallManager は、Cisco IP Phone のステーション デバ

イスおよびゲートウェイ デバイスに割り当てられているデバイスベースの AAR

コーリング サーチ スペースを使用します。Cisco CallManager は、回線または DN

および Cisco ボイスメール ポートの外部電話番号マスクと電話番号を使用して、

コールの再ルーティングに使用される代替番号を導出します。

自動代替ルーティングの例

次のシナリオでは、Richardson AAR グループの回線 /DN 5000 が San Jose AAR グ

ループの回線 5001 をコールします。ロケーションの帯域幅が十分でない場合、

PSTN または他のネットワーク経由でコールの再ルーティングが試行されます。

AAR グループ Richardson から AAR グループ San Jose にコールをルーティングす

るには、Cisco CallManager が、PSTN または他のネットワークにダイヤルアウト

するためのアクセス番号、長距離ダイヤルの要件（ある場合）、および代替番号

を認識する必要があります。Cisco CallManager は、AAR ダイヤル プレフィック

ス マトリックス テーブルから情報を取得します。このテーブルは、発信側回線

の AAR グループ値と終端側回線の AAR グループ値によって索引が付けられて

います。表 15-1 に、回線 /DN テーブル内の AAR グループ フィールドのデータ

例を示します。

表 15-1 回線 /DN と AAR グループの関連付け

回線 /DN AAR グループ

5000 Richardson

5001 San Jose

5002 Dallas
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Cisco CallManager は、発信側の回線 /DN とゲートウェイ デバイスの AAR グルー

プ値、および終端側の回線と Cisco ボイスメール ポートの AAR グループ値に基

づいて、AAR ダイヤル プレフィックス マトリックス テーブルからプレフィック

ス番号を取得し、導出した代替番号を変換します。表 15-2 に、AAR ダイヤル プ

レフィックス マトリックス テーブル内のデータ例を示します。

Cisco CallManager は、AAR ダイヤル プレフィックス マトリックス テーブルから

取得したプレフィックス番号を、導出した代替番号の前に付加します。番号分析

は、変換された番号と AAR コーリング サーチ スペースを使用して、コールを

PSTN または他のネットワークにルーティングします。

ゲートウェイが発信側または終端側のデバイスと同じロケーションにある場合、

自動代替ルーティングの成功率は非常に高くなります。したがって、発信側デバ

イスと同じロケーションにあるゲートウェイから PSTN または他のネットワー

クに発信し、終端側デバイスと同じロケーションにあるゲートウェイから着信す

るコールが、最良のシナリオです。他のシナリオの場合は、発信側デバイスと発

信ゲートウェイの間、および終端側デバイスと着信ゲートウェイの間で、コール

がロケーション帯域幅検証の影響を受けやすい状態になります。

表 15-2 AAR ダイヤル プレフィックス マトリックス テーブルの例

発信側の AAR グループ 終端側の AAR グループ プレフィックス番号

Richardson San Jose 91

Richardson Dallas 9

Richardson Richardson 9

San Jose Richardson 91

San Jose Dallas 91

San Jose San Jose 9

Dallas Richardson 9

Dallas San Jose 91

Dallas Dallas 9
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Automated Alternate Routing Enable サービス パラメータ

AAR グループの設定に加えて、クラスタ全体の Automated Alternate Routing

Enable サービス パラメータが True に設定されていることを確認します（この

サービス パラメータのデフォルト値は False です）。

パラメータは、Cisco CallManager サービスのサービス パラメータの Clusterwide

Parameters (System - CCM Automated Alternate Routing) セクションに含まれていま

す。

自動代替ルーティングとハント パイロット

以前の Cisco CallManager リリースでは、ボイスメール システムが中央ロケー

ションにあり、ユーザがリモート ロケーションにいる場合で、リモート ユーザ

がボイスメール システムへの接続を試行したものの、WAN リンクの帯域幅が使

用可能でないとき、ボイスメール システムへのコールを PSTN 経由で再ルーティ

ングできました。

最新の Cisco CallManager リリースでは、AAR はハント パイロットを自動的に処

理しません。リモート エージェントの完全修飾電話番号（DN）が不明であるた

め、AAR は再ルーティングを開始できないからです。

AAR のハント パイロット処理を可能にする AAR Group と External Number Mask

の追加フィールドが、Hunt Pilot Configuration ウィンドウに表示されます。AAR

グループのハント パイロット処理を可能にするには、groups ハント パイロット

ごとに、Hunt Pilot Configuration ウィンドウでこれらのフィールドを設定する必

要があります。詳細については、『Cisco CallManager アドミニストレーション ガ

イド』の「ハント パイロットの設定」の章を参照してください。
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ルート プランの概説
Cisco CallManager では、Cisco CallManager クラスタ内での内部コールのルーティ

ング、およびプライベート ネットワークまたは PSTN への外部コールのルーティ

ングに対してルート プランを使用しています。

ネットワーク設計は、ルート パターン、ルート フィルタ、ルート リスト、ルー

ト グループ、回線グループ、ハント リスト、およびハント パイロットにより柔

軟に行うことができます。ルート パターンは、ルート フィルタと連動して、特

定のデバイスにコールを送信したり、特定の番号パターンを組み込んだり、除外

したりします。ルート パターンは番号パターンの組み込みと除外に使用します。

ルート フィルタは主に番号パターンの組み込みに使用します。ルート リストは

ルート グループの選択順を制御します。ルート グループはゲートウェイ デバイ

スの選択順を設定します。

ルート パターンは、ゲートウェイまたはトランクに割り当てるか、ルート グルー

プを含んだルート リストに割り当てることができます。ルート グループは、ゲー

トウェイとトランクの使用優先順位を決定します。ルート グループにより、使

用中のデバイスまたは障害デバイスから、代替デバイスへのオーバーフローが可

能になります。

ルート リストは、ルート グループの使用優先順位を決定します。ルート リスト

を設定する場合、少なくとも 1 つのルート グループを設定する必要があります。

1 つまたは複数のルート リストが、1 つまたは複数のルート グループを指すこと

ができます。

ルート フィルタは、ルート パターンにより許可されている特定の番号のルー

ティングを制限します。タグが、ルート フィルタの中心コンポーネントです。タ

グは、ダイヤルされた番号の一部に名前を適用します。たとえば、NANP 番号 

972-555-1234 には、LOCAL-AREA-CODE (972) タグ、OFFICE-CODE (555) タグ、

および SUBSCRIBER (1234) タグが含まれています。

（注） NANP は、米国とその統治領、カナダ、バミューダ、およびカリブ海周辺諸国で

の PSTN 用の番号方式です。NANP には、北米で認識されるダイヤル可能な番号

が組み込まれています。
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ルート プランの概説

ルート パターンは、すべての有効な番号ストリングを表します。Cisco Access

Analog Trunk Gateway、Cisco Access Digital Trunk Gateway、Cisco MGCP ゲートウェ

イ、H.323 準拠のゲートウェイ、およびトランクも、ルート パターンを使用しま

す。Cisco CallManager が隣接システムに番号を渡す前に、Cisco ゲートウェイは

複雑な制約を使用して一連の番号をルーティングしたり、電話番号を操作したり

できます。隣接システムには、central office（CO; セントラル オフィス）、PBX、

または別の Cisco CallManager システム上のゲートウェイが含まれます。

回線グループは、DN のリストで構成されます。回線グループは、回線グループ

のメンバーの分散アルゴリズム（Top Down など）を指定します。また、回線グ

ループは、回線グループのメンバーが応答しない、使用中、または使用できない

場合に使用するハント オプションも指定します。Cisco CallManager のリリース

4.1 からは、電話番号が複数の回線グループに属することができます。

ハント リストは、回線グループの順序付きグループで構成されます。回線グルー

プは、複数のハント リストに属することができます。ハント リストがコールを

受け入れるには、ハント リストが少なくとも 1 つの回線グループを指定する必

要があります。

ハント パイロットは、ハンティングに使用されるルート パターンを示します。

ハント パイロットは、パーティション、番号計画、ルート フィルタ、およびハ

ント転送の設定を指定できます。ハント パイロットは、ハント リストを指定す

る必要があります。
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ルート グループとルート リスト
ルート グループには 1 つまたは複数のデバイスが含まれ、ルート リストには 1

つまたは複数のルート グループが含まれます。Cisco CallManager では、同一の

ルート グループに組み込めるゲートウェイと同一のルート リストに組み込める

ルート グループを制限できます。ルート グループとルート リストの制限のため、

Cisco CallManager はゲートウェイを次の 3 つのタイプに分けています。

• タイプ 1：MGCP QSIG ゲートウェイ、および QSIG 対応のクラスタ間トラ

ンク

• タイプ 2：MGCP 非 QSIG、Skinny、T1-CAS ゲートウェイ、非 QSIG クラス

タ間トランク

• タイプ 3：H.225 および H.323 ゲートウェイ、その他すべてのトランク タイプ

ルート リストには、ルート グループのタイプを混合して組み込むことができま

す。ただし、H225 トランクとタイプ 1（QSIG）ルート グループを組み合せるこ

とはできません。Cisco CallManager では、H.323 または H.225 プロトコル（タイ

プ 3）を使用するゲートウェイを含むルート グループと QSIG プロトコル（タイ

プ 1）を使用する MGCP ゲートウェイを含むルート グループを同じルート リス

トに追加することはできません。図 15-1 に示すように、タイプ 1 のルート グルー

プとタイプ 2 のルート グループの任意の組み合せ、およびタイプ 2 のルート グ

ループとタイプ 3 ルート グループの任意の組み合せで、ルート リストを作成で

きます。

図 15-1 有効なルート リストの例
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ルート グループとルート リスト

ルート グループの作成の詳細については、『Cisco CallManager アドミニストレー

ション ガイド』の「ルート グループの追加」を参照してください。ルート リス

トの作成の詳細については、『Cisco CallManager アドミニストレーション ガイ

ド』の「ルート リストの追加」を参照してください。

（注） Cisco CallManager のリリース 4.1 の時点では、ルート グループと回線グループを

組み合せることはできず、ハント リストは個別のエンティティになっています。

したがって、ルート グループはルート リストを構成し、回線グループはハント

リストを構成します。Cisco CallManager のリリース 4.0 では、ルート グループと

回線グループの両方をルート/ハント リストのコンポーネントにすることができ

ました。

（注） Cisco CallManager のリリース 4.0 では、回線グループとルート グループの両方を

ルート / ハント リストのメンバーにすることができました。Cisco CallManager の
リリース 4.1 では、既存のルート / ハント リストのメンバーとして回線グループ

が含まれる場合、Cisco CallManager はそのルート / ハント リストをハント リス

トに移行します。
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ルート パターン
Cisco CallManager では、内部コールと外線の両方のルーティングまたはブロック

にルート パターンを使用しています。

（注） リリース 4.1 より前の Cisco CallManager では、ルート パターンとハント パイロッ

トが統合されていたため、ルート パターンとハント パイロットの設定を 1 つの

ウィンドウで行っていました。ルート リストとハント リストは、同じリストの

一部でした。リストは、回線グループとルート グループの両方またはいずれか

一方を含むことができました。

（注） リリース 4.1 からは、ルート グループとルート リストはルート パターン設定の

一部となっています。回線グループとハント リストは、ハント パイロット設定

の一部です。ルート パターンとハント パイロットは別々に設定します。ルート

グループまたはルート リストをハント パイロットおよび回線グループに追加す

ることはできません。ハント リストをルート パターンに追加することはできま

せん。既存のルート パターン / ハント パイロットがハント リストに関連付けら

れている場合、Cisco CallManager は、そのルート パターン / ハント パイロット

をハント パイロットに移行します。

最も単純なルート パターンでは、1 桁以上の数字がセットとして指定されていま

す。たとえば、電話番号の 8912 は、ルート パターンとして指定されます。

また、ゲートウェイと Cisco IP Phone は、ワイルドカードを指定する、より複雑

なルート パターンも使用できます。ワイルドカードは番号の範囲を表します。た

とえば、X は 0 ～ 9 の任意の数字を示します。

コールを OnNet または OffNet として分類するために、管理者は Route Pattern

Configuration ウィンドウで Call Classification フィールドをそれぞれ OnNet または

OffNet に設定できます。管理者は、Route Pattern Configuration ウィンドウで Allow

Device Override チェックボックスをオンにすることにより、ルート パターンの

設定を上書きして、トランクまたはゲートウェイの設定を使用できます。
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ルート パターン

注意 ゲートウェイに関連付けられているルート パターンがない場合、またはゲート

ウェイがどのルート グループにも属していない場合、ゲートウェイはコールを

ルーティングできません。

Route Pattern Configuration ウィンドウの ISDN Network-Specific Facilities 

Information Element セクションでフィールドを設定することにより、ルート パ

ターンを使用して、コールごとにネットワーク固有のサービスまたはファシリ

ティを起動できます。Cisco CallManager は、ユーザがルート パターンをダイヤ

ルするときに、ネットワーク固有のサービスまたはファシリティを使用します。

（注） Cisco CallManager は、PRI プロトコル ゲートウェイだけにネットワーク固有の情

報を使用します。H.323 ゲートウェイは、ネットワーク固有のファシリティをサ

ポートしていません。ただし、ダイヤル ピアが適宜に設定されている場合、H.323
ゲートウェイは SDN をサポートします。Cisco CallManager は、ベアラ機能を

Speech for the ACCUNET サービスとしてコーディングします。
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ルート パターンの使用方法

ルート パターンは、Cisco Access Gateway に直接割り当てるか、柔軟性を高める

ためにルート リストに割り当てることができます。たとえば、図 15-2 では、Cisco

Digital Access Gateway 1 が、一致するルート パターンがダイヤルされるときに、

PSTN に発信コールをルーティングするための第 1 選択肢として指定されていま

す。

ヒント ゲートウェイにルート パターンの指定がない場合は、PSTN または PBX にコー

ルを発信することはできません。ゲートウェイ上の個々のポートにルート パ
ターンを割り当てるには、ルート リストとルート グループをそのポートに割り

当てる必要があります。 

図 15-2 では、Cisco Digital Gateway に対してルート パターンを使用する場合の効

果を示しています。この例では、ルート パターンがルート リストに割り当てら

れ、そのルート リストは 1 つのルート グループに関連付けられています。ルー

ト グループは、アベイラビリティに応じて選択されるデバイスのリストをサ

ポートします。第 1 選択肢であるゲートウェイ上のすべてのポートが使用中また

はサービス休止の状態にある場合、コールはルート グループ内の第 2 選択肢で

あるゲートウェイにルーティングされます。

（注） ゲートウェイにルート パターンが関連付けられている場合に、そのゲートウェ

イのリソースがすべて使用されていると、コールのルーティングは行われませ

ん。
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図 15-2 Cisco Digital Gateway 用のルート プランの要約図
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図 15-3 では、Cisco Analog Gateway に対してルート パターンを使用する場合の効

果を示しています。この例では、ルート パターンがルート リストに割り当てら

れ、そのルート リストは 2 つのルート グループに関連付けられています。ルー

ト グループ 1 は、ゲートウェイ 1 上のポート 1 ～ 8 に関連付けられ、これらの

ポートは、すべてのコールを中継キャリア 1（IXC 1）にルーティングします。

ルート グループ 1 は、ゲートウェイ 2 上のポート 1 ～ 4 にも関連付けられてい

ます。ルート グループ 2 は、ゲートウェイ 2 上のポート 5 ～ 8、およびゲート

ウェイ 3 上のすべてのポートに関連付けられています。

各ルート グループは、グループ間のアベイラビリティに応じて選択されるデバ

イスをサポートしています。ルート グループ 1 では、第 1 選択肢のゲートウェ

イ上のポート 1 ～ 8 がビジーまたは使用停止中である場合、コールは、第 2 選択

肢のゲートウェイ上のポート 1 ～ 4 にルーティングされます。ルート グループ

1 のすべてのルートが使用できない場合、コールはルート グループ 2 にルーティ

ングされます。ルート グループ 2 では、第 1 選択肢のゲートウェイ上のポート

5 ～ 8 がビジーまたは使用停止中である場合、コールは、第 2 選択肢のゲート

ウェイ上のポート 1 ～ 8 にルーティングされます。どちらのルート グループの

ゲートウェイ上のポートも使用できない場合、コールは全トランク ビジー トー

ンにルーティングされます。
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図 15-3 Cisco Analog Access Gateway 用のルート プランの要約図
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回線グループ
回線グループには 1 つまたは複数の電話番号が含まれます。Top Down、Circular、

Longest Idle Time、Broadcast などの分散アルゴリズムが回線グループに関連付け

られます。また、回線グループには Ring No Answer 復帰タイムアウト値も関連

付けられています。 

次に、回線グループのメンバーについて説明します。

• アイドル状態のメンバーとは、どのコールも扱っていないメンバーである。

• 使用可能なメンバーとは、アクティブ コールを扱っているが、新しいコー

ル（複数も可）を受け入れることができるメンバーである。

• 使用中のメンバーは、どのコールも受け入れることができない。

回線グループの設定については、『Cisco CallManager アドミニストレーション ガ

イド』の「回線グループの設定」を参照してください。

（注） リリース 4.1 より前の Cisco CallManager では、回線グループがルート / ハント リ
ストに属することができました。Cisco CallManager のリリース 4.1 からは、回線

グループはハント リストに属し、ルート グループはルート リストに属します。

Cisco CallManager のリリース 4.1 からは、電話番号が複数の回線グループに属す

ることができます。
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ハント リスト
ハント リストは、回線グループの順序付きグループで構成されます。回線グルー

プは、複数のハント リストに属することができます。ハント パイロットは、ハ

ント リストに関連付けられます。ハント リストは、複数のハント パイロットに

関連付けることができます。

ハント リストの設定については、『Cisco CallManager アドミニストレーション ガ

イド』の「ハント リストの設定」を参照してください。

（注） リリース 4.1 より前の Cisco CallManager では、ハント リストとルート リストの

設定を 1 つのウィンドウで行っていました。リリース 4.1 からは、ハント リスト

とルート リストを別々に設定します。

（注） Cisco CallManager のリリース 4.0 では、回線グループとルート グループの両方を

ルート / ハント リストのメンバーにすることができました。Cisco CallManager の
リリース 4.1 では、既存のルート / ハント リストのメンバーとして回線グループ

が含まれる場合、Cisco CallManager はそのルート / ハント リストをハント リス

トに移行します。

（注） TOD 設定は、回線がハント リストに含まれている場合に有効になります。この

設定は、そのハント リスト内の回線ではなく、ハント パイロットにだけ適用さ

れます。
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ハント パイロット
ハント パイロットは番号のセットです。ハント パイロットは、ハンティングに

使用されるルート パターンのリストで構成されます。ハント パイロットは、パー

ティション、番号計画、ルート フィルタ、およびハント転送の設定を指定でき

ます。ハント パイロットは、ハント リストを指定する必要があります。

ハント パイロットの設定については、『Cisco CallManager アドミニストレーショ

ン ガイド』の「ハント パイロットの設定」を参照してください。

（注） リリース 4.1 より前の Cisco CallManager では、ハント パイロットとルート パター

ンの設定を 1 つのウィンドウで行っていました。リリース 4.1 からは、ハント パ
イロットとルート パターンを別々に設定します。

（注） Cisco CallManager のリリース 4.0 では、ルート リストとハント リストの両方が

ルート パターン/ハント パイロットに関連付けられていました。Cisco CallManager
のリリース 4.1 では、既存のルート パターン / ハント パイロットがハント リス

トに関連付けられている場合、Cisco CallManager はそのルート パターン / ハント

パイロットをハント パイロットに移行します。

（注） TOD 設定は、回線がハント リストに含まれている場合に有効になります。この

設定は、そのハント リスト内の回線ではなく、ハント パイロットにだけ適用さ

れます。
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コール カバレッジ
Cisco CallManager のリリース 4.1 で実装されたコール カバレッジ機能には、Cisco

CallManager にとって新しい次の機能が含まれています。

• コールの発信者が内部ユーザであるか外部ユーザであるかに基づいて、転送

を別々に設定できる。P.15-21 の「内部コールと外部コール」を参照してく

ださい。

• ハンティングは、個人転送をサポートしている。P.15-21 の「個人プリファ

レンス」を参照してください。

• Cisco Call Manager 4.0 では、ルート パターンとハント パイロットが 1 つの

機能にまとめられていた。Cisco Call Manager 4.1 では、ルート パターンとハ

ント パイロットが 2 つの異なる機能に分離されています。

ハンティングとコール転送

ハンティングの概念は、コール転送の概念とは異なります。ハンティングでは、

Cisco CallManager がコールを 1 つまたは複数の番号リストに送り届けることが

できます。このような各リストは、アルゴリズムの固定セットから選択されるハ

ンティング順序を指定できます。コールがこれらのリストからハント パーティ

に送り届けられ、そのパーティが応答できないまたは使用中の場合、次のハント

パーティに対してハンティングが再開されます（次のハント パーティは、現在

のハント アルゴリズムによって異なります）。このように、ハンティングでは、

試行されるパーティの Call Forward No Answer（CFNA）設定も Call Forward Busy

（CFB）設定も無視されます。

コール転送では、着信側が応答できないか使用中で、かつハンティングが実行さ

れない場合に、コールを送り届ける（転送もリダイレクトも送り届けるに相当す

る用語）方法について、詳細に制御できます。たとえば、回線の CFNA 設定が

ハント パイロット番号に設定されている場合、その回線へのコールが応答され

ないと、そのコールはハント パイロット番号に転送されるため、ハンティング

が開始されます。

Cisco CallManager のリリース 4.1 からは、ハンティングに失敗した場合（つまり、

リスト内のハント番号をすべて試したかタイムアウトのため、どのハント パー

ティも応答せずにハンティングが終了した場合）、Cisco CallManager はコールを

リダイレクトする機能を提供します。この最終リダイレクションは、使用される
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場合、コール転送アクションで構成されます。したがって、Hunt Pilot Configuration

ウィンドウには、Directory Number Configuration ウィンドウに似たコール転送設

定概念が含まれています。

コール ハンティングの例

ハンティングは転送とは異なりますが、多くの場合、ハンティングはハント パ

イロット番号に転送されるコールとして開始されます。コール カバレッジ機能

は、ハンティングを拡張し、ハンティングが実行し尽くされたまたはタイムアウ

トになった後の最終転送を可能にします。

ハンティングを起動する一般的なコールは、次のフェーズで構成されます。

1. コールが本来の着信側に送り届けられます。

2. コールがハンティングに転送されます（たとえば、本来の着信側回線の Call
Forward All（CFA）、CFNA、または CFB 設定のため）。

3. コールは、各グループのプロビジョニングされたアルゴリズムに従い、プロ

ビジョニングされたハント グループを介してハンティングを実行します。ハ

ンティングは、成功するか（ハント パーティが応答した場合）、実行し尽く

されるか（すべてのハント パーティが試行されたが、どのパーティも応答

しなかった場合）、タイムアウトになります（すべてのパーティが試行され

る前に Maximum Hunt Timer に指定されている時間になり、試行されたどの

パーティも応答しなかった場合）。

この例では、ハンティングが成功しない場合を想定します。

4. 何らかの形で最終転送が設定されている場合、コールは次の宛先に転送され

ます。最終転送が設定されていない場合、コールは解放されます。

Maximum Hunt Timer

Hunt Pilot Configuration ウィンドウの Maximum Hunt Timer フィールドでは、管理

者が、ハント リストを介したハンティングの時間を制限する値（秒単位）を入

力できます。指定した時間を経過してもハンティングが成功しなかった場合、

コールはボイスメール システム、特定の電話番号、または個人処理（設定され

ている場合）に転送されるか、解放されます。
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Show Line Group Member DN in finalCalledPartyNumber CDR Field サービス パラ
メータ

Cisco CallManager サービスのこのサービス パラメータは、Call Detail Record

（CDR; コール詳細レコード）の最終着信側番号として、ハント パイロット番号

へのコールをピックアップする回線グループの電話番号（DN）、またはハント パ

イロット番号のどちらを使用するかを指定します。

このサービス パラメータの設定の詳細については、『Cisco CallManager 4.2(1) Call

Detail Record Definition』を参照してください。

内部コールと外部コール

Cisco CallManager のリリース 4.1 からは、コールの発信者が内部ユーザであるか

外部ユーザであるかに基づいて、転送を別々に設定できます。この区別は、Call

Forward Busy（CFB）と Call Forward No Answer（CFNA）の両方の場合に適用さ

れます。

個人プリファレンス

Cisco CallManager のリリース 4.1 からは、ハンティングが実行し尽くされたかタ

イムアウトになった場合に、最終転送処理をボイスメール システム、特定の電

話番号、または個人処理（本来の着信側に基づく）に提供する機能がサポートさ

れています。コールが内部コールであるか外部コールであるかに基づいて、別々

の最終転送処理を提供する機能も用意されています。ハンティングは、ハント

パイロット番号ごとに別々に設定できる Maximum Hunt Timer をサポートしてい

ます。

Hunt Pilot Configuration の設定では、Use Personal Preferences というチェックボッ

クスを使用して、コールをハント パイロットに転送した本来の着信側番号の Call

Forward No Coverage（CFNC）設定を使用可能にすることができます。『Cisco

CallManager アドミニストレーション ガイド』の「ハント パイロットの設定値」

の項を参照してください。
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ハント グループのログアウト
ハント グループのログアウト機能を使用すると、電話機のユーザは、電話回線

が関連付けられた回線グループに属する電話番号にルーティングされたコール

の受信から、使用中の電話機をログアウトさせることができます。

電話機のステータスに関係なく、電話機に関連付けられた回線グループへのコー

ル以外の着信コールの場合には、電話機は通常どおり呼び出し音を鳴らします。

電話機にはログイン状態が表示されるため、ユーザは電話機を見るだけで、回線

グループにログインしているかどうかを判断できます。

ハント グループのログアウトのソフトキー

Cisco CallManager には、HLog ソフトキーがあります。このソフトキーを使用す

ると、電話機のユーザは、電話機の電話番号が属するすべての回線グループから

電話機をログアウトできます。HLog ソフトキーを使用して、ログオンとログオ

フを切り替えることができます。電話機でこの機能が有効（ログオフ）にされる

と、電話機に関連付けられた回線グループへのコールは、この電話機を飛ばし

て、ハント リスト内の次の回線に直接接続されます。 

ハント グループのログアウト機能はデバイス単位のため、ユーザが HLog ソフト

キーを押して機能を有効にすると、その電話機はすべての関連付けられた回線グ

ループからログオフします。電話機が複数の回線グループに属する電話番号を持

つ場合は、HLog ソフトキーを押すと、電話機はすべての関連付けられた回線グ

ループからログオフします。デフォルトの電話機の状態は、ログオンに指定され

ています。

HLog ソフトキーは、標準のソフトキー テンプレートには追加されません。ただ

し、新しいソフトキー テンプレート用の Cisco CallManager Administration Softkey

Layout Configuration ウィンドウに、選択可能なソフトキーとして表示され、

Connected、Off Hook、および On Hook といった状態を選択できます。管理者が

HLog ソフトキーを電話機が使用するソフトキー テンプレートに追加しており、

電話機の状態が Connected、Off Hook、On Hook のいずれかである場合は、電話

機に HLog ソフトキーが表示されます。必要に応じて、ソフトキー ラベルは別の

言語に変換されます。
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デバイスが現在使用中のソフトキー テンプレートで新しいソフトキーが選択さ

れている場合は、ログオフするためにソフトキーが押されると、機能のステータ

スを示すプロンプト ステータス メッセージが表示されます。必要に応じて、プ

ロンプト ステータス メッセージは別の言語に変換されます。

Cisco CallManager Administration におけるソフトキー テンプレートの設定の詳細

については、『Cisco CallManager アドミニストレーション ガイド』の「ソフト

キー テンプレートの設定」の章を参照してください。

Hunt Group Logoff Notification サービス パラメータ

Cisco CallManager サービスの Service Parameters Configuration ウィンドウの

Clusterwide Parameters (Device - Phone) セクションにある Hunt Group Logoff

Notification サービス パラメータは、回線グループへのコールが電話機に到達し、

電話機の現在のステータスがログオフである場合に、聞き取り可能な呼び出し

トーンのオン / オフを切り替えるオプションを提供します。デフォルト値は None

で、電話機は呼び出し音を鳴らしません。

非共有回線の動作

電話機が回線グループからログアウトしており、電話機の内線番号が共有されて

いない場合は、回線グループはその回線グループ内の電話番号を呼び出しませ

ん。回線グループが通常どおりその電話番号へのコールを提供した場合、コール

処理はその電話番号を飛ばして、電話番号が回線グループに属していない場合と

同様に動作します。

共有回線の動作

ハントグループのログアウト機能はデバイス単位のため、ユーザが電話機をログ

アウトした場合、この機能はログアウトされた電話機だけに影響します。共有回

線の電話番号（DN）を含む回線グループへのコールは、次のように動作します。

• DN を共有するすべての電話機がログアウトされた場合、その DN では呼び

出し音を鳴らしません。

• DN を共有する電話機が 1 台以上ログインしている場合、その DN では呼び

出し音が鳴ります。
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• デフォルトでは、ログアウトした電話機の聞き取り可能な呼び出し音はオフ

に設定されます。Cisco CallManager には、ログオフしたハント グループ メ
ンバーへのコールが着信したときに別の呼び出しトーンを再生するための

設定可能なシステム パラメータがあります。
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Closest Match ルーティング
Closest Match ルーティングとは、電話番号に最も近いルート パターンを使用し

てコールをルーティングするプロセスです。Cisco CallManager で複数のルート パ

ターンと一致する電話番号が検出された場合、Closest Match ルーティングを使用

して、その番号に最も近いルート パターンを判別し、そのルート パターンを使

用してコールを送信します。 

2 つの設定済みルート パターンが、別々のパーティションで同一番号のアドレス

と完全に一致する場合、Cisco CallManager は、そのパーティションがコーリング

サーチ スペース内でリストされている順番に基づいて、ルート パターンを選択

します（Cisco CallManager は、コーリング サーチ スペース内の先頭に表示され

るパーティションから、ルート パターンを選択します）。 

2 つの設定済みルート パターンが、1 つのパーティションで同一番号のアドレス

と完全に一致する場合、Cisco CallManager は任意にどちらかのパーティションを

選択します。このような完全一致が生じる状況は例外であるため、その理由を説

明します。

複数のルート パターンが 1 つの番号に一致することがあります。たとえば、番

号 8912 は、8912、89XX、および 8XXX のどのルート パターンとも一致します。

この例では、ルート パターン 8912 は 1 つのアドレスと完全に一致します。ルー

ト パターン 89XX は、8912、およびその他の 99 個のアドレスと一致します。ま

た、ルート パターン 8XXX は、8912、およびその他の 999 個のアドレスと一致

します。

ユーザが 8913 をダイヤルする場合、そのコールのルーティング方法はさまざま

です。直前の例を使用すると、このアドレスは、ルーティング パターン 89XX お

よび 8XXX だけと一致します。89XX が一致するアドレスの範囲は、8XXX より

狭いので、Cisco CallManager は、ルーティング パターン 89XX に割り当てられ

るデバイスにそのコールを送信します。
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ルート パターンでの @ ワイルドカードの使用方法

ルート パターン内で @ ワイルドカード文字を使用すると、単一ルート パターン

をすべての NANP 番号と一致させることができますが、ほかにも次の考慮事項

があります。

数字 92578912 は、ルート パターン 9.@ と 9.XXXXXXX の両方と一致します。ど

ちらのルート パターンも、同じようにアドレスと一致するように見える場合で

あっても、実際には、9.@ ルート パターンが Closest Match になります。@ ワイ

ルドカード文字では、さまざまなルート パターンが含まれます。そのルート パ

ターンの中の 1 つが [2-9][02-9]XXXXX です。番号 2578912 は、XXXXXXX より

も [2-9][02-9]XXXXX に近いので、9.@ ルート パターンが、ルーティング用の

Closest Match になります。

ルート パターンを設定する際には、次のことを考慮してください。

• ルーティング パターンで @ が使用されている場合、# は、国際電話のダイ

ヤル終了文字として自動的に認識されます。@ を使用しないルーティング

パターンの場合、ダイヤル終了を知らせる # 文字を使用できるようにするに

は、ルーティング パターンに # を組み込む必要があります。

• ルート パターンにアットマーク（@）が含まれている場合、Discard Digits
フィールドには DDI を指定します。

P.15-32 の「特殊文字と設定値」には、DDI の一覧、および電話番号に各 DDI
を適用した結果についての説明があります。

数字破棄命令

discard digits instruction（DDI; 数字破棄命令）は、電話番号の一部を削除してか

ら、その番号を隣接システムに渡します。数字列の一部を削除する必要があるの

は、たとえば、PSTN にコールをルート指定するのに外部アクセス コードが必要

であるにもかかわらず、PSTN スイッチがそのアクセス コードを要求しない場合

です。

（注） @ を使用しないパターンに対して使用できる DDI は、<None>、NoDigits、およ

び PreDot だけです。
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スタティック番号分析
リリース 4.0 より前の Cisco CallManager では、転送が設定されていない登録解除

されたデバイスは、digit analysis（DA; 番号分析）テーブルから削除され、ダイ

ナミック番号分析を必要としました。リリース 4.0 より前では、電話機が登録解

除された場合、コール処理でコールを Calling Search Space（CSS; コーリング サー

チ スペース）リスト内の次の Closest Match に渡すことができました。リリー

ス 4.0 ではスタティック DA が導入され、電話機が登録されているかどうかに関

わらず、デバイスが DA テーブルに残り、その電話番号がコールを代行受信しま

す。

設定のヒント

• 管理者は、IPMA および Personal Assistant（PA）アプリケーションがフェー

ルオーバーに変換パターンを使用できなくなったことに注意する必要があ

ります。その代わり、管理者は、すべての IPMA および PA 障害ルート ポイ

ントの変換パターンにあったデータで Call Forward No Answer（CFNA）を設

定し、これらのルート ポイントを削除する必要があります。

Cisco CallManager のリリース 4.0 からは、番号分析プロセスが、システムの初期

化中に、データベースに設定されているパターンでスタティック番号分析エンジ

ンを構築します。この番号分析エンジンは、Cisco CallManager クラスタ内のパ

ターンの伝搬を減らし、Cisco CallManager をさらにスケーラブルにします。

以前のリリースでは、個々のデバイス制御プロセスがデータベースからパターン

情報を読み取り、パターンを番号分析プロセスに動的に登録して、番号分析エン

ジンを構築していました。各パターンは、番号分析エンジン内に制御プロセス

ID へのマッピングを持っていました。パターンの制御プロセス ID は、関連付け

られているデバイスがリセットされるか、Cisco CallManager サーバが再起動する

と、動的に変更されました。制御プロセス ID が変更されると、番号分析エンジ

ンを動的に変更して、その内容を他の Cisco CallManager サーバに伝搬する必要

がありました。コール処理中、番号分析エンジンは、一致したパターンの制御プ

ロセス ID を戻しました。

Cisco CallManager のリリース 4.0 からは、Cisco CallManager の初期化中に、番号

分析プロセスがデータベースから直接パターン情報を読み取り、スタティック番

号分析エンジンを構築します。スタティック番号分析エンジンでは、各パターン

が、コールできるエンドポイント名へのマッピングを持っています。そのマッピ
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ングは、データベース内のパターンの NumPlanPkID で、Cisco CallManager に設

定されているパターンへの一意な識別子です。スタティック番号分析エンジン

は、パターンの制御プロセス ID を保持しなくなりました。

スタティック番号分析は、デバイス マネージャへの変更と統合され、既存のす

べての機能をサポートします。デバイス マネージャには、NumPlanPkID がパター

ンの制御プロセス ID への 1 対 1 のマッピングを示すテーブルが含まれていま

す。番号分析は、コールを処理するときに、デバイス マネージャに問い合せて、

一致するパターンの制御プロセス ID を取得します。

機能の説明

Cisco CallManager には、コール パーク、コール転送、Meet-Me 会議、デバイス、

変換、コール ピックアップ グループ、ルート、およびメッセージ受信というパ

ターン タイプがあります。デバイス、変換、およびルートというパターン タイ

プは、スタティック パターンを示します。番号分析プロセスは、Cisco CallManager

の初期化中に、これらのパターンを直接読み取り、スタティック番号分析エンジ

ンに挿入します。他のパターン タイプ（コール パーク、コール転送、Meet-Me

会議、コール ピックアップ グループ、およびメッセージ受信）は、代行受信パ

ターンで、ダイナミック パターンのままです。個々の制御プロセスは、データ

ベースからパターン情報を読み取ります。次に、登録メッセージを介して、その

パターン情報をスタティック番号分析エンジンに挿入するよう、番号分析プロセ

スに対して要求します。

データベース内でレコードが変更されるまで、すべてのスタティック パターン

は変更されないままです。データベース変更通知がクラスタ内のサーバにブロー

ドキャストされるため、スタティック パターンは伝搬の必要がありません。ダ

イナミック パターンは、依然として既存の伝搬および更新メカニズムを使用し

て、スタティック番号分析エンジンを更新します。

パターン タイプに関係なく、スタティック番号分析エンジン内の各スタティッ

ク パターンは、データベースの NumPlan テーブル内の PkID へのマッピングを

持っています。デバイスがパターンをデバイス マネージャに登録すると、デバ

イス マネージャ内で同じ PkID が保存されて制御プロセス ID にマッピングされ

ます。コールの処理中にスタティック番号分析エンジン内で一致するパターンが

見つかると、番号分析とデバイス マネージャの間の新しいインターフェイスが

制御プロセス ID を取得します。
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注意 1

現在の Cisco CallManager リリースでは、変更通知が失われる可能性があります。

この損失により、他のデバイスが、Cisco CallManager に登録されているデバイス

に到達できなくなることがあります。この問題のトラブルシューティングについ

て、次に説明します。

この問題は、あるパーティションに属するデバイスに割り当てられた DN が、他

のデバイスのコーリング サーチ スペースに含まれていない場合に、最も多く発

生します。他のデバイスのコーリング サーチ スペースに、その DN のパーティ

ションが含まれている場合は、別の原因が考えられます。たとえば、DN がデバ

イスのためだけに変更され、データベースから Cisco CallManager への変更通知

が失われた場合などが考えられます。Cisco CallManager リリース 4.0 以降では、

デバイスをリセットしてもこの問題を解決できない場合があります。

この問題を解決するには、DN を削除してシステムに再度追加します。Directory

Number Configuration ウィンドウおよび Route Plan Report ウィンドウでデバイス

から DN を削除します。DN を削除した後、パーティション、パターン、および他

の情報を同様に設定して DN を再度追加します。新しい DN を Cisco CallManager に

再度追加すると、問題が解決されます。

同様の問題が存在する場合は、ルート パターンおよび変換パターンに同じ対処

法を適用できます。

ヒント パターンを削除する前に、すべての設定を書き留めておいてください。
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注意 2

スタティック番号分析は、いくつかのアプリケーションの設定を使用不可にしま

す。そのアプリケーションとは、同じコーリング サーチ スペース内の重複パター

ンのプロビジョニングに依存するアプリケーションです。たとえば、CTI アプリ

ケーションがパーティション A 内のパターン 5000 であり、特定の電話機がパー

ティション B 内のパターン 5000 であるとします。以前のリリースでは、CTI ルー

ト ポイントがダウンしている場合、電話機の呼び出し音が鳴ります。ただし、ス

タティック番号分析では、発信者にビジー トーンが聞こえます。この制限は、ア

プリケーションの障害が処理されないことを意味します。

管理者は、通常、Call Forward No Answer および Call Forward On Failure を使用し

て、アプリケーションの障害を処理します。ただし、CTI ルート ポイントのパ

ターンが 5XXX である場合は、5XXX という転送先を設定できません。この制限

を解決するために、コール転送の宛先に X 文字を設定できるようになりました。

次の例では、IPMA アプリケーションに対する、リリース 4.0 より前の（ダイナ

ミック番号分析を使用した）番号分析機能と、リリース 4.0 以降の（スタティッ

ク番号分析を使用した）番号分析機能を示しています。

リリース 4.0 より前の番号分析を使用した IPMA の例

次のように設定されているとします。

Partitions: IPMA, Managers, Everyone
CSS-I-E: IPMA:Everyone
CSS-M-E: Managers:Everyone
Line-1/CSS-I-E: EveryOne/1000
Line-2/CSS-M-E: Manager/1001
CTI RP: IPMA/1XXX
Translation Pattern/CSS-M-E: EveryOne/1XXX

CTI route point（RP; ルート ポイント）が稼働している場合に、1000/IPMA:EveryOne

が 1001 をコールするとします。コールは、CTI ルート ポイント IPMA/1XXX を使

用してルーティングされます。

CTI ルート ポイントがダウンしている場合に、1000/IPMA:EveryOne が 1001 を

コールするとします。コールは、変換パターン Everyone/1xxx, を経由し、変換後

に Manager/1001 に到達して、IPMA アプリケーションの目的を果たします。
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リリース 4.0 以降のスタティック番号分析を使用した IPMA の例

リリース 4.0 以降で同じ設定を想定する場合、CTI ルート ポイントに障害が発生

した場合の処理のために、CTI ルート ポイントに対して、CFNA マスクとして

1xxx を、CFNA コーリング サーチ スペースとして CSS-E を設定する必要があり

ます。

スタティック番号分析が使用される場合は、次の処理が行われます。

• CTI RP が稼働している場合に、1000/IPMA:EveryOne が 1001 をコールすると

します。コールは、CTI ルート ポイント IPMA/1XXX を介してルーティング

されます（ルーティングは以前のバージョンから変わりません）。

• CTI ルート ポイントダウンしている場合に、1000/IPMA:EveryOne が 1001 を
コールするとします。コールは、CTI ルート ポイントに送信され、その CFNA
がトリガーされます。転送機能により、コールが変換パターン Everyone/1xxx
を介してルーティングされ、変換後に Manager/1001 に到達します。

CTI ルート ポイントに CFNA を設定しないと、変換パターンが一致せず、IPMA

アプリケーションが失敗します。
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特殊文字と設定値
Cisco CallManager Administration を使用すると、特殊文字と設定値を使用して次

のタスクを実行することができます。

• 1 つのルート パターンまたはハント パイロットを番号の範囲と一致させる

• ダイヤルされる数字列の一部を除去する

• 発信コール用の発信側番号表示を操作する

• 発信コール用のダイヤル数字列、つまり着信側番号を操作する

特殊文字と設定値の使用方法の詳細については、次のトピックを参照してくださ

い。

• ルート パターンとハント パイロット内のワイルドカードと特殊文字

（P.15-32）

• 数字破棄命令（P.15-35）

ルート パターンとハント パイロット内のワイルドカードと特殊文字

ルート パターンおよびハント パイロットでワイルドカードおよび特殊文字を使

用すると、単一ルート パターンまたはハント パイロットをある範囲の番号（ア

ドレス）と一致させることができます。これらのワイルドカードと特殊文字は、

Cisco CallManager が隣接システムに番号を送信する前にその番号を操作できる

ようにする命令の作成にも使用します。

表 15-3 では、Cisco CallManager がサポートするワイルドカードと特殊文字につ

いて説明します。
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表 15-3 ワイルドカードと特殊文字

文字 説明 例

@ アットマーク（@）ワイルドカー

ドは、すべての NANP 番号と一致

します。 

各ルート パターンで使用できる

@ ワイルドカードは、1 つだけで

す。

ルート パターン 9.@ は、NANP

の認識する番号すべてをルー

ティングまたはブロックします。

次のルート パターン例は、@ ワ

イルドカードに含まれる NANP

番号を示します。

• 0

• 1411

• 19725551234

• 101028819725551234

• 01133123456789

X X ワイルドカードは、0 ～ 9 の任

意の 1 桁の数字と一致します。

ルート パターン 9XXX は、9000

～ 9999 のすべての番号をルー

ティングまたはブロックします。 

! 感嘆符（!）ワイルドカードは、0

～ 9 の 1 桁または複数桁の数字と

一致します。

ルート パターン 91! は、910 ～

91999999999999999999999 のす

べての番号をルーティングまた

はブロックします。

? 疑問符（?）ワイルドカードは、先

行する数字またはワイルドカード

値のゼロ以上のオカレンスと一致

します。

ルート パターン 91X? は、91 ～

91999999999999999999999 のす

べての番号をルーティングまた

はブロックします。

+ 正符号（+）ワイルドカードは、先

行する数字またはワイルドカード

値の 1 つまたは複数のオカレンス

と一致します。

ルート パターン 91X+ は、910 ～

91999999999999999999999 のす

べての番号をルーティングまた

はブロックします。

[ ] 角括弧（[ ]）文字は、値の範囲を

囲みます。

ルート パターン 813510[012345]

は、8135100 ～ 8135105 のすべて

の番号をルーティングまたはブ

ロックします。
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- ハイフン（-）文字は、角括弧と共

に使用され、値の範囲を示します。

ルート パターン 813510[0-5] は、

8135100 ～ 8135105 のすべての番

号をルーティングまたはブロッ

クします。

^ 曲折アクセント（^）文字は、角括

弧と共に使用され、値の範囲を否

定します。̂  文字は、左角括弧（[）

に続く最初の文字でなければなり

ません。

各ルート パターンで使用できる ^

文字は、1 つだけです。

ルート パターン 813510[^0-5] は、

8135106 ～ 8135109 のすべての番

号をルーティングまたはブロッ

クします。

. ドット（.）文字は、区切り文字と

して使用され、Cisco CallManager

のアクセス コードを電話番号と

区別します。

この特殊文字は、数字破棄命令と

共に使用され、番号を隣接システ

ムに送信する前に 

Cisco CallManager のアクセス コー

ドを除去します。

各ルート パターンで使用できる

ドット（.）文字は、1 つだけです。

ルート パターン 9.@ は、NANP 

コールで、最初の 9 を Cisco 

CallManager アクセス コードと

して識別します。 

* アスタリスク（*）文字は、特殊な

ダイヤル番号の補足数字として使

用できます。

ルート パターン *411 を設定し

て、電話番号案内の内部オペレー

タにアクセスできます。

# シャープ（#）文字は、一般に、ダ

イヤル数字列の末尾を指定しま

す。

# 文字は、パターン内の最後の文

字にする必要があります。

ルート パターン 901181910555#

は、NANP 内からダイヤルされた

国際番号をルーティングまたは

ブロックします。最後の 5 の後の

# 文字は、この数字が数字列の最

後の数字であることを示します。

表 15-3 ワイルドカードと特殊文字（続き）

文字 説明 例
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表 15-4 では、ルート パターンまたはハント パイロットを必要とする Cisco

CallManager Administration フィールドを一覧表示し、各フィールドの有効な入力

内容を示します。

数字破棄命令

discard digits instruction（DDI; 数字破棄命令）は、電話番号の一部を削除してか

ら、その番号を隣接システムに渡します。DDI が数字列の一部を削除する必要が

あるのは、たとえば、PSTN にコールをルート指定するのに外部アクセス コード

が必要であるにもかかわらず、PSTN スイッチがそのアクセス コードを要求しな

い場合です。

表 15-4 フィールドの入力内容

フィールド 有効な入力内容

Call Park Number/Range [ ^ 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 - ] X * #

Calling Party Transform Mask 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 X A B C D * #

Called Party Transform Mask 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 X A B C D * #

Caller ID DN (Gateways) 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 X * #

Directory Number [ ^ 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 - ] + ? ! X * # +

Directory Number (Call Pickup Group) 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

External Phone Number Mask 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 X * #

Forward All 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 * #

Forward Busy 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 * #

Forward No Answer 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 * #

Meet-Me Conference Number [ ^ 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 - ] X * #

Prefix Digits 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 A B C D * #

Prefix DN (Gateways) 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 * #

Route Filter Tag Values [ ^ 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 - ] X * #

Route Pattern [ ̂  0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 A B C D - ] + ?! X * # + . @

Translation Pattern [ ̂  0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 A B C D - ] + ?! X * # + . @

Hunt Pilot [ ̂  0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 A B C D - ] + ?! X * # + . @
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表 15-5 では、DDI をリストし、ダイヤル番号に各 DDI を適用した結果について

説明します。

表 15-5 数字破棄命令

DDI 結果 例

10-10-Dialing この DDI は、次の項目を削除し

ます。

• IXC アクセス コード

ルート パターン：9.@

ダイヤルされる数字列：

910102889728135000

DDI の適用後：

99728135000

10-10-Dialing 

Trailing-#
この DDI は、次の項目を削除し

ます。

• IXC アクセス コード

• 国際電話のダイヤル終了文

字

ルート パターン：9.@

ダイヤルされる数字列：

4,128,156,768,314,922,00

0.00kg

DDI の適用後：

901181910555

11/10D->7D この DDI は、次の項目を削除し

ます。

• 長距離直接ダイヤル コード

• 長距離オペレータ経由のダ

イヤル コード

• IXC アクセス コード

• エリア コード

• ローカルエリア コード

この DDI は、11 桁または 10 桁

のダイヤル番号から、7 桁の市

内番号を作成します。

ルート パターン：9.@

ダイヤルされる数字列：

919728135000 または

99728135000

DDI の適用後：98135000
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11/10D->7D 

Trailing-#
この DDI は、次の項目を削除し

ます。

• 長距離直接ダイヤル コード

• 長距離オペレータ経由のダ

イヤル コード

• IXC アクセス コード

• エリア コード

• ローカルエリア コード

• 国際電話のダイヤル終了文

字

この DDI は、11 桁または 10 桁

のダイヤル番号から、7 桁の市

内番号を作成します。

ルート パターン：9.@

ダイヤルされる数字列：

919728135000 または

99728135000

DDI の適用後：98135000

11D->10D この DDI は、次の項目を削除し

ます。

• 長距離直接ダイヤル コード

• 長距離オペレータ経由のダ

イヤル コード

• IXC アクセス コード

ルート パターン：9.@

ダイヤルされる数字列：

919728135000

DDI の適用後：

99728135000

11D->10D Trailing-# この DDI は、次の項目を削除し

ます。

• 長距離直接ダイヤル コード

• 長距離オペレータ経由のダ

イヤル コード

• 国際電話のダイヤル終了文

字

• IXC アクセス コード

ルート パターン：9.@

ダイヤルされる数字列：

919728135000

DDI の適用後：

99728135000

表 15-5 数字破棄命令（続き）

DDI 結果 例
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Intl TollBypass この DDI は、次の項目を削除し

ます。

• 国際アクセス コード

• 国際直接ダイヤル コード

• 国番号

• IXC アクセス コード

• 国際オペレータ経由のダイ

ヤル コード

ルート パターン：9.@

ダイヤルされる数字列：

901181910555

DDI の適用後：9910555

Intl TollBypass 

Trailing-#
この DDI は、次の項目を削除し

ます。

• 国際アクセス コード

• 国際直接ダイヤル コード

• 国番号

• IXC アクセス コード

• 国際オペレータ経由のダイ

ヤル コード

• ダイヤル終了文字

ルート パターン：9.@

ダイヤルされる数字列：

408,769,193,550.67kg

DDI の適用後：9910555

NoDigits この DDI は数字を削除しませ

ん。

ルート パターン：9.@

ダイヤルされる数字列：

919728135000

DDI の適用後：

919728135000

Trailing-# この DDI は、次の項目を削除し

ます。

• 国際電話のダイヤル終了文

字

ルート パターン：9.@

ダイヤルされる数字列：

408,769,193,550.67kg

DDI の適用後：

901181910555

表 15-5 数字破棄命令（続き）

DDI 結果 例
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PreAt この DDI は、次の項目を含め

て、ルート パターンの NANP 部

分の前にあるすべての数字を削

除します。

• Cisco CallManager 外部アク

セス コード

• PBX 外部アクセス コード

ルート パターン：8.9@

ダイヤルされる数字列：

899728135000

DDI の適用後：

9728135000

PreAt Trailing-# この DDI は、次の項目を含め

て、ルート パターンの NANP 部

分の前にあるすべての数字を削

除します。

• Cisco CallManager 外部アク

セス コード

• PBX 外部アクセス コード

• 国際電話のダイヤル終了文

字

ルート パターン：8.9@

ダイヤルされる数字列：

4,037,507,753,550.67kg

DDI の適用後：

01181910555

PreAt 10-10-Dialing この DDI は、次の項目を含め

て、ルート パターンの NANP 部

分の前にあるすべての数字を削

除します。

• Cisco CallManager 外部アク

セス コード

• PBX 外部アクセス コード

• IXC アクセス コード

ルート パターン：8.9@

ダイヤルされる数字列：

8910102889728135000

DDI の適用後：

9728135000

表 15-5 数字破棄命令（続き）

DDI 結果 例
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PreAt 10-10-Dialing 

Trailing-#
この DDI は、次の項目を含め

て、ルート パターンの NANP 部

分の前にあるすべての数字を削

除します。

• Cisco CallManager 外部アク

セス コード

• PBX 外部アクセス コード

• IXC アクセス コード

• 国際電話のダイヤル終了文

字

ルート パターン：8.9@

ダイヤルされる数字列：

89101028801181910555#

DDI の適用後：

01181910555

PreAt 11/10D->7D この DDI は、次の項目を含め

て、ルート パターンの NANP 部

分の前にあるすべての数字を削

除します。

• Cisco CallManager 外部アク

セス コード

• PBX 外部アクセス コード

• 長距離直接ダイヤル コード

• 長距離オペレータ経由のダ

イヤル コード

• IXC アクセス コード

• エリア コード

• ローカルエリア コード

この DDI は、11 桁または 10 桁

のダイヤル番号から、7 桁の市

内番号を作成します。

ルート パターン：8.9@

ダイヤルされる数字列：

8919728135000 または

899728135000

DDI の適用後：8135000

表 15-5 数字破棄命令（続き）

DDI 結果 例
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PreAt 11/10D->7D 

Trailing-#
この DDI は、次の項目を含め

て、ルート パターンの NANP 部

分の前にあるすべての数字を削

除します。

• Cisco CallManager 外部アク

セス コード

• PBX 外部アクセス コード

• 長距離直接ダイヤル コード

• 長距離オペレータ経由のダ

イヤル コード

• IXC アクセス コード

• エリア コード

• ローカルエリア コード

• 国際電話のダイヤル終了文

字

この DDI は、11 桁または 10 桁

のダイヤル番号から、7 桁の市

内番号を作成します。

ルート パターン：8.9@

ダイヤルされる数字列：

8919728135000 または

899728135000

DDI の適用後：8135000

PreAt 11D->10D この DDI は、次の項目を含め

て、ルート パターンの NANP 部

分の前にあるすべての数字を削

除します。

• Cisco CallManager 外部アク

セス コード

• PBX 外部アクセス コード

• 長距離直接ダイヤル コード

• 長距離オペレータ経由のダ

イヤル コード

• IXC アクセス コード

ルート パターン：8.9@

ダイヤルされる数字列：

8919728135000

DDI の適用後：

9728135000

表 15-5 数字破棄命令（続き）

DDI 結果 例
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PreAt 11D->10D 

Trailing-#
この DDI は、次の項目を含め

て、ルート パターンの NANP 部

分の前にあるすべての数字を削

除します。

• Cisco CallManager 外部アク

セス コード

• PBX 外部アクセス コード

• 長距離直接ダイヤル コード

• 長距離オペレータ経由のダ

イヤル コード

• IXC アクセス コード

• 国際電話のダイヤル終了文

字

ルート パターン：8.9@

ダイヤルされる数字列：

8919728135000

DDI の適用後：

9728135000

PreAt Intl TollBypass この DDI は、次の項目を含め

て、ルート パターンの NANP 部

分の前にあるすべての数字を削

除します。

• Cisco CallManager 外部アク

セス コード

• PBX 外部アクセス コード

• 国際アクセス コード

• 国際直接ダイヤル コード

• 国番号

• IXC アクセス コード

• 国際オペレータ経由のダイ

ヤル コード

ルート パターン：8.9@

ダイヤルされる数字列：

8901181910555

DDI の適用後：910555

表 15-5 数字破棄命令（続き）

DDI 結果 例
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PreAt Intl TollBypass

Trailing-#
この DDI は、次の項目を含め

て、ルート パターンの NANP 部

分の前にあるすべての数字を削

除します。

• Cisco CallManager 外部アク

セス コード

• PBX 外部アクセス コード

• 国際アクセス コード

• 国際直接ダイヤル コード

• 国番号

• IXC アクセス コード

• 国際オペレータ経由のダイ

ヤル コード

• ダイヤル終了文字

ルート パターン：8.9@

ダイヤルされる数字列：

4,037,507,753,550.67kg

DDI の適用後：910555

PreDot この DDI は、次の項目を削除し

ます。

• Cisco CallManager 外部アク

セス コード

ルート パターン：8.9@

ダイヤルされる数字列：

899728135000

DDI の適用後：

99728135000

PreDot Trailing-# この DDI は、次の項目を削除し

ます。

• Cisco CallManager 外部アク

セス コード

• 国際電話のダイヤル終了文

字

ルート パターン：8.9@

ダイヤルされる数字列：

4,037,507,753,550.67kg

DDI の適用後：

901181910555

表 15-5 数字破棄命令（続き）

DDI 結果 例
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PreDot 10-10-Dialing この DDI は、次の項目を削除し

ます。

• Cisco CallManager 外部アク

セス コード

• IXC アクセス コード

ルート パターン：8.9@

ダイヤルされる数字列：

8910102889728135000

DDI の適用後：

99728135000

PreDot 10-10-Dialing 

Trailing-#
この DDI は、次の項目を削除し

ます。

• Cisco CallManager 外部アク

セス コード

• IXC アクセス コード

• 国際電話のダイヤル終了文

字

ルート パターン：8.9@

ダイヤルされる数字列：

89101028801181910555#

DDI の適用後：

901181910555

PreDot 11/10D->7D この DDI は、次の項目を削除し

ます。

• Cisco CallManager 外部アク

セス コード

• 長距離直接ダイヤル コード

• 長距離オペレータ経由のダ

イヤル コード

• IXC アクセス コード

• エリア コード

• ローカルエリア コード

この DDI は、11 桁または 10 桁

のダイヤル番号から、7 桁の市

内番号を作成します。

ルート パターン：8.9@

ダイヤルされる数字列：

8919728135000 または

899728135000

DDI の適用後：98135000

表 15-5 数字破棄命令（続き）

DDI 結果 例



15-45
Cisco CallManager システム ガイド

OL-8636-01-J

第 15 章      ルート プランの概要

特殊文字と設定値

PreDot 11/10D->7D 

Trailing-#
この DDI は、次の項目を削除し

ます。

• Cisco CallManager 外部アク

セス コード

• 長距離直接ダイヤル コード

• 長距離オペレータ経由のダ

イヤル コード

• IXC アクセス コード

• エリア コード

• ローカルエリア コード

• 国際電話のダイヤル終了文

字

この DDI は、11 桁または 10 桁

のダイヤル番号から、7 桁の市

内番号を作成します。

ルート パターン：8.9@

ダイヤルされる数字列：

8919728135000 または

899728135000

DDI の適用後：98135000

PreDot 11D->10D この DDI は、次の項目を削除し

ます。

• Cisco CallManager 外部アク

セス コード

• 長距離直接ダイヤル コード

• 長距離オペレータ経由のダ

イヤル コード

• IXC アクセス コード

ルート パターン：8.9@

ダイヤルされる数字列：

8919728135000

DDI の適用後：

99728135000

表 15-5 数字破棄命令（続き）

DDI 結果 例
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PreDot 11D->10D 

Trailing-#
この DDI は、次の項目を削除し

ます。

• Cisco CallManager 外部アク

セス コード

• 長距離直接ダイヤル コード

• 長距離オペレータ経由のダ

イヤル コード

• IXC アクセス コード

• 国際電話のダイヤル終了文

字

ルート パターン：8.9@

ダイヤルされる数字列：

8919728135000

DDI の適用後：

99728135000

PreDot Intl 

TollBypass
この DDI は、次の項目を削除し

ます。

• Cisco CallManager 外部アク

セス コード

• 国際アクセス コード

• 国際直接ダイヤル コード

• 国番号

• IXC アクセス コード

• 国際オペレータ経由のダイ

ヤル コード

ルート パターン：8.9@

ダイヤルされる数字列：

8901181910555

DDI の適用後：9910555

表 15-5 数字破棄命令（続き）

DDI 結果 例
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PreDot Intl 

TollBypass Trailing-#
この DDI は、次の項目を削除し

ます。

• Cisco CallManager 外部アク

セス コード

• 国際アクセス コード

• 国際直接ダイヤル コード

• 国番号

• IXC アクセス コード

• 国際オペレータ経由のダイ

ヤル コード

• ダイヤル終了文字

ルート パターン：8.9@

ダイヤルされる数字列：

4,037,507,753,550.67kg

DDI の適用後：9910555

表 15-5 数字破棄命令（続き）

DDI 結果 例
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発信側および着信側の変換
Cisco CallManager Administration では、Cisco CallManager が各コール設定メッセー

ジで送信する発信側番号と着信側番号を操作することができます。

これらの設定について、次のトピックで説明します。

• 発信側番号の変換設定値（P.15-48）

• 着信側番号の変換設定値（P.15-50）

発信側番号の変換設定値

発信側変換設定値では、発信コール用の発信側番号を操作することができます。

Cisco CallManager は、Calling Line Identification（CLID）に発信側の番号を使用し

ます。発信コール時に、CLID は、各構内交換機（PBX）、セントラル オフィス

（CO）、および中継キャリア（IXC）に、コールの進行状況として渡されます。

コールが着信側に配信されたときに、着信側で CLID を受け取ります。

ルート リストで使用される発信側変換設定は、ルート リストを構成する個々の

ルート グループに適用されます。ルート リスト内のルート グループに割り当て

られる発信側変換設定値は、そのルート リストに関連したルート パターンに割

り当てられている発信側変換設定値をすべて上書きします。

ルート グループの設定では、次の発信側変換設定値を指定することができます。

• Use Calling Party's External Phone Number Mask

• Calling Party Transform Mask

• Prefix Digits (Outgoing Calls)

表 15-6 では、発信側番号変換の指定に使用するフィールド、オプション、およ

び値について説明します。
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表 15-6 発信側番号の変換設定値

フィールド名 説明

Use Calling Party’s External 

Phone Number Mask
このフィールドは、発信コールの CLID にマスク

を適用しない外部電話番号が使用されるかどうか

を決定します（外部番号は、Directory Number

Configuration ウィンドウを使用して設定します）。 

Route List Configuration ウィンドウの Route List

Details パネルでメンバーをクリックすることによ

り、ルート グループに対して次の発信側変換設定

値を指定できます。

• Default：この設定値は、ルート グループが発

信側外部電話番号マスクと発信側変換マスク

を制御しないことを指定します。発信側外部

電話番号マスクまたは変換マスクがルート パ
ターンに対して選択される場合、このルート

グループを介してルーティングされるコール

は、そのマスクを使用します。

• Off：この設定値は、発信側の CLID に外部電

話番号が使用されないことを指定します。こ

のルート グループに対して変換マスクを入力

しない場合、このグループを介してルーティ

ングされるコールは、CLID に関連付けられま

せん。

• On：この設定値は、発信側の CLID にマスク

を適用しない外部電話番号が使用されること

を指定します。

外部電話番号マスクには、最長 24 桁を指定できま

す。
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着信側番号の変換設定値

着信側変換設定値では、発信コール用にダイヤルする数字、つまり着信側の番号

を操作することができます。着信側の番号を操作する例としては、プレフィック

ス番号の付加または削除（発信コール）、7 桁の番号としてダイヤルされるコー

ルへのエリア コードの付加、4 桁または 5 桁の内線番号としてダイヤルされるオ

フィス間コールへのエリア コードとオフィス コードの付加、および等価アクセ

ス コールに対する通信事業者アクセス コードの抑止があります。

Calling Party Transform Mask このフィールドは、このルート グループを介して

ルーティングされるすべてのコールに対して、発

信側変換マスクを指定します。このフィールドの

有効値は、0 ～ 9 の数字、ワイルドカード文字 X、

および文字 * と # です。また、このフィールドを

ブランクのままにすることもできます。この

フィールドがブランクであり、上記のフィールド

（Use Calling Party’s External Phone Number Mask）が

Off に設定されている場合、発信側番号は CLID に

使用できません。 

発信側変換マスクには、最長 50 桁まで指定できま

す。

Prefix Digits (Outgoing Calls) このフィールドには、このルート グループを介し

てルーティングされるすべてのコールについて、

発信側番号に付加されるプレフィックス番号、ま

たは 1 組の Prefix Digits（Outgoing Calls）が含まれ

ます。このフィールドの有効値は、0 ～ 9 の数字、

文字 * と #、およびブランクです。Prefix Digits

(Outgoing Calls) には、ルート パターンで最長

50 桁、DN で最長 24 桁を指定できます。

表 15-6 発信側番号の変換設定値（続き）

フィールド名 説明
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ルート リストで使用される着信側変換設定は、ルート リストを構成する個々の

ルート グループに適用されます。ルート リスト内のルート グループに割り当て

られる着信側変換設定値は、そのルート リストに関連したルート パターンまた

は変換パターンに割り当てられている着信側変換設定値をすべて上書きします。

ルート グループ、ルート パターン、および変換パターンの設定で、次の着信側

変換設定値を指定することができます。

• Discard Digits

• Called Party Transform Mask

• Prefix Digits (Outgoing Calls)

表 15-7 では、着信側番号変換の指定に使用するフィールド、オプション、およ

び値について説明します。

表 15-7 着信側番号の変換設定値

フィールド名 説明

Route Group Gonfiguration（ルート グループの設定）

Discard Digits このフィールドには、数字破棄命令を制御する破

棄パターンのリストが含まれています。たとえば、

ユーザが PSTN（公衆電話交換網）にコールする

のに、9 をダイヤルする必要があるシステムでは、

PreDot 破棄パターンによって、ダイヤル数字列か

らその 9 が削除されます。詳細については、

P.15-25 の「Closest Match ルーティング」を参照し

てください。

（注） デフォルト設定である <None> 以外の設
定は、ルート パターンの設定を上書きし
ます。<None> の設定は、「数字を破棄しな
い」ことを意味します。
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関連項目

• 特殊文字と設定値（P.15-32）

• Closest Match ルーティング（P.15-25）

• 発信者 ID および制限（P.15-53）

• ルート プランの概要（P.15-1）

Called Party Transform Mask このフィールドは、このルート グループを介して

ルーティングされるすべてのコールに対して、着

信側変換マスクを指定します。このフィールドの

有効値は、0 ～ 9 の数字、ワイルドカード文字 X、

および文字 * と # です。また、このフィールドを

ブランクのままにすることもできます。この

フィールドがブランクの場合、変換は行われませ

ん。つまり、Cisco CallManager は、ダイヤルされ

たとおりに数字を送信します。 

着信側変換マスクには、最長 50 桁まで指定できま

す。

Prefix Digits (Outgoing Calls) このフィールドには、このルート グループを介し

てルーティングされるすべてのコールについて、

着信側番号に付加されるプレフィックス番号、ま

たは 1 組の Prefix Digits（Outgoing Calls）が含まれ

ます。このフィールドの有効値は、0 ～ 9 の数字、

文字 * と #、およびブランクです。Prefix Digits

(Outgoing Calls) には、ルート パターンで最長

50 桁、DN で最長 24 桁を指定できます。

表 15-7 着信側番号の変換設定値（続き）

フィールド名 説明

Route Group Gonfiguration（ルート グループの設定）
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発信者 ID および制限
Cisco CallManager では次のタイプの発信者 ID 情報を提供します。

• Calling Line Identification（CLID）：着信側のディスプレイに発信側の内線番

号または電話番号を表示する。

• Calling Name Identification（CNID）：着信側のディスプレイに発信側の名前を

表示する。

• Connected Line Identification：発信側のディスプレイに接続先の電話番号を表

示する。

• Connected Name Identification：発信側のディスプレイに接続先の名前を表示

する。

Cisco CallManger には、発信側と着信側の両方に対し、回線情報および名前情報

の表示を許可および制限するための柔軟な設定オプションがあります。

発信者 ID の設定方法の詳細については、次のトピックを参照してください。

• 発信側情報の表示設定と制限設定（P.15-53）

• 接続先情報の表示設定と制限設定（P.15-57）

発信側情報の表示設定と制限設定

発信側表示情報によって、Cisco CallManager が発信コール用の設定メッセージと

共に送信する電話番号および名前情報を表示するかどうかを制御します。Cisco

CallManager では次のフィールドを使用してこれらの補助サービスを提供しま

す。

• Calling Line ID Presentation フィールド：calling line identification presentation
（CLIP）または calling line identification restriction（CLIR）

• Calling Name Presentation フィールド：calling name presentation（CNIP）また

は calling name restriction（CNIR）

Gateway Configuration ウィンドウの Calling Line ID Presentation フィールドを使用

して、ゲートウェイ上の発信コールすべてに CLID を表示するかどうかを制御す

ることができます。コールごとに CLID の表示を制御するには、Route Pattern

Configuration ウィンドウまたは Translation Pattern Configuration ウィンドウの

Calling Line ID Presentation フィールドを使用します。 
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（注） コール表示制限を設定するには、Calling Line ID Presentation と Connected Line ID
Presentation を Ignore Presentation Indicators (internal calls only) デバイスレベル パラ

メータと組み合せて設定してください。同時に、これらの設定では、各コールの

発信側と接続先の両方またはいずれか一方の回線表示情報を選択的に表示また

はブロックできます。Ignore Presentation Indicators (internal calls only) フィールド

の詳細については、『Cisco CallManager アドミニストレーション ガイド』の「デ

バイス プロファイルの設定」の章および「Cisco IP Phone の設定」の章を参照し

てください。コール表示制限の詳細については、『Cisco CallManager 機能および

サービス ガイド』の「Call Display Restrictions 機能」の章を参照してください。

次の例で、発信側回線 ID 表示の機能について説明します。ユーザがコールを行

うと、Cisco CallManager はダイヤルされた番号が変換パターンと一致するかどう

かをチェックします。Cisco CallManager が一致を見つけて、表示インディケータ

に変換パターン Calling Line ID Presentation フィールドの値を設定します。この例

では restricted に指定されています。次に、Cisco CallManager は、ダイヤル番号

に設定されたルート パターン上で一致をチェックして見つけます。Cisco 

CallManager は Calling Line ID Presentation フィールドをチェックして、この値に

default が指定されていることを確認します。default が設定されている場合、前の

設定は変更されないため、表示インディケータは restricted のままになります。 

ゲートウェイの Calling Line ID Presentation フィールドが最後に確認されます。こ

の例で、値は allowed に指定されており、前の calling line ID presentation インディ

ケータを上書きして発信側番号が着信側の電話機に表示されるようにします。し

たがって、calling line ID presentation フィールドのインディケータは、発信側で

コールを開始したときの restricted から変更されて、Cisco CallManager がコール設

定メッセージをエンドポイント デバイスへ送信するまでに allowed となります。

Route Pattern Configuration ページまたは Translation Pattern Configuration ページを

使用すると、発信コールおよび着信コールについて、回線と名前の表示または制

限をコールごとに設定することができます。 

ゲートウェイについては、発信コール用に発信側回線 ID 表示だけを設定できま

す。着信コールに対しては、Cisco CallManager はゲートウェイの Connected Line

ID Presentation フィールドを使用して、接続先の番号を発信側の電話機に表示す

るか、または制限するかを指定します。ゲートウェイ設定が適用されるのはこれ
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ら 2 つの場合だけで、この設定はその他の設定をすべて上書きします。ゲート

ウェイについては、発信側および接続先の回線表示だけを設定できます。ゲート

ウェイ上の名前表示を制御する設定はありません。 

コールを処理するデバイス コントロール プロトコルのタイプによって、発信者

の名前および番号情報が制限されます。プロトコルと、サポートされている発信

者の名前および番号情報のリストについては、表 15-10 を参照してください。

（注） 非 QSIG トランクに対する名前表示を制御するには、Gateway Configuration ウィ

ンドウで Display IE Delivery フィールドまたは Send Calling Name in Facility IE
フィールドを使用可能にする必要があります。 

表 15-8 では、発信側表示の指定に使用するフィールド、オプション、および値

について説明します。

表 15-8 発信側の表示設定

フィールド名 説明

Calling Line ID Presentation 

(outgoing call)
このフィールドは、発信側電話番号を着信側の番

号表示画面に表示するかどうかを決定します。

Calling Line ID Presentation フィールドは、Gateway

Configuration ウィンドウ、Route Pattern 

Configuration ウィンドウ、および Translation Pattern

Configuration ウィンドウで使用されます。 

次のリストは、このフィールドのオプションを示

します。

• Default：Default を設定すると、発信側回線 ID
表示は変更されません。

• Allowed：この設定を使用すると、発信側電話

番号が着信側の番号表示に表示されます。

• Restricted：この設定を使用すると、着信側の

番号表示に「Private」と表示され、発信側電話

番号の表示がブロックされます。
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Calling Name Presentation 

(outgoing call)
このフィールドは、発信側の名前を着信側の番号

表示に表示するかどうかを決定します。Calling 

Name Presentation フィールドは Route Pattern 

Configuration ウィンドウおよび Translation Pattern

Configuration ウィンドウで使用されます。 

次のリストは、このフィールドのオプションを示

します。

• Default：Default を設定すると、発信側の名前

表示は変更されません。

• Allowed：この設定を使用すると、発信側の名

前が着信側の番号表示に表示されます。

• Restricted：ルート パターン設定または変換パ

ターン設定でこの設定を使用すると、着信側の

番号表示に「Private」と表示されます。

（注） ゲートウェイには発信側名前表示に関す
る設定がありません。

Calling Line ID Presentation 

(incoming call)
着信コールが変換パターンまたはルート パターン

を経由し、Calling Line ID Presentation が Allowed ま

たは Restricted に設定されている場合、発信側の回

線表示は変換パターンまたはルート パターンの設

定で変更されます。Cisco CallManager システムに

到達したコールが PBX または PSTN へ送信される

場合は、発信コールの規則が適用されます

（P.15-53 の「発信側情報の表示設定と制限設定」を

参照）。

（注） ゲートウェイの Calling Line ID Presentation
設定は発信コールだけを制御します。

表 15-8 発信側の表示設定（続き）

フィールド名 説明
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接続先情報の表示設定と制限設定

接続先表示情報によって、Cisco CallManager が着信コールと共に受信する電話番

号および名前情報を表示するかどうかを制御します。Cisco CallManager では次の

フィールドを使用してこれらの補助サービスを提供します。

• Connected Line ID Presentation フィールド：connected line identification 
presentation（COLP）または connected line identification restriction（COLR）

• Connected Name Presentation フィールド：connected name presentation（CONP）
または calling name restriction（CONR）

接続先設定により、接続先の電話番号および名前を発信側電話機に表示すること

を許可または制限することができます。Translation Pattern Configuration ウィンド

ウおよび Route Pattern Configuration ウィンドウにこれら 2 つの設定が用意されて

います。コールが Cisco CallManager および終端側の電話機に接続された後、発

信側は接続先の名前情報を受信します。

Calling Name Presentation 

(incoming call)
着信コールが変換パターンまたはルート パターン

を経由し、Calling Name Presentation が Allowed ま

たは Restricted に設定されている場合、発信側の名

前表示は変換パターンまたはルート パターンの設

定で変更されます。Cisco CallManager システムに

到達したコールが PBX または PSTN へ送信される

場合は、発信コールの規則が適用されます

（P.15-53 の「発信側情報の表示設定と制限設定」を

参照）。

（注） ゲートウェイには名前情報を制御する設
定がありません。

表 15-8 発信側の表示設定（続き）

フィールド名 説明
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次の例で接続先回線 ID の機能について説明します。Cisco CallManager は着信

コールを受信すると、その着信番号に変換パターンが設定されているかどうかを

確認します。Cisco CallManager は Connected Line ID Presentation フィールドの値

を使用します。この例では restricted に指定されています。次に、ルート パター

ンが着信コール用に設定されている場合は、Connected Line ID Presentation フィー

ルドの値を確認します。この例で値は default です。したがって、インディケー

タは restricted のままになり、接続先の番号は発信側電話機に表示されません。

着信コールに対してだけ、ゲートウェイの Connected Line ID Presentation フィー

ルド値を最後に確認します。この例では allowed に設定されています。ゲート

ウェイ設定は、接続先の番号を発信側電話機に表示できるかどうかを指定しま

す。この場合、Cisco CallManager は CONNECT メッセージ内で allowed を送信し

て、発信者の番号表示画面に接続先回線を表示できるようにします。

Route Pattern Configuration ウィンドウまたは Translation Pattern Configuration ウィ

ンドウを使用すると、発信コールおよび着信コールについて、接続先回線および

名前の表示または制限をコールごとに設定することができます。

ゲートウェイ上の着信コールに対しては、Connected Line ID Presentation フィール

ドを使用して、接続先の番号を発信側電話機に表示するか、または制限するかを

指定します。ゲートウェイ設定は回線表示設定だけに適用され、その他の設定を

すべて上書きします。

（注） ゲートウェイについては、発信側および接続先の回線表示オプションだけを設定

できます。ゲートウェイでの名前表示に関する設定はありません。

表 15-9 では、接続先表示の指定に使用するフィールド、オプション、および値

について説明します。
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表 15-9 接続先の表示設定

フィールド名 説明

Connected Line ID 

Presentation (outgoing call)
Route Pattern Configuration ウィンドウおよび 

Translation Pattern Configuration ウィンドウで、こ

のフィールドは発信側の番号表示に接続先の番号

を表示するかどうかを決定します。 

次のリストは、このフィールドのオプションを示

します。

• Default：Default を設定すると、接続先回線 ID
表示は変更されません。

• Allowed：この設定を使用すると、Cisco 
CallManager がプロトコル メッセージで受信

した接続先回線番号が発信側の番号表示画面

に表示されます。

• Restricted：この設定を使用すると、接続先番

号が発信側の番号表示に表示されなくなり、

代わりに「Unknown Number」と表示されます。 

（注） この設定は内部コールと QSIG 接続での
コールだけに適用されます。
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Connected Name Presentation 

(CONP/CONR) (outgoing 

call)

このフィールドは、接続先の名前を発信側の番号

表示に表示するかどうかを決定します。Connected

Name Presentation フィールドは Route Pattern 

Configuration ウィンドウおよび Translation Pattern

Configuration ウィンドウで使用されます。 

次のリストは、このフィールドのオプションを示

します。

• Default：Default を設定すると、発信側の名前

表示は変更されません。

• Allowed：この設定を使用すると、Cisco 
CallManager がプロトコル メッセージで受信

した接続先の名前が発信側の番号表示に表示

されます。

• Restricted：この設定を使用すると、発信側の

番号表示で、接続先名は表示されずに

「Unknown Number」と表示されます。

Connected Line ID 

Presentation (incoming call)
着信コールが変換パターンまたはルート パター

ンを経由し、Connected Line ID Presentation が

Allowed または Restricted に設定されている場合、

接続先の回線表示インディケータは変換パターン

またはルート パターンの設定で変更されます。 

（注） ゲートウェイの Connected Line ID 
Presentation 設定は、接続先の番号を発信
側の電話機に表示できるかどうかを決定
します。

Cisco CallManager システムに到達したコールが

PBX または PSTN へ送信される場合は、発信コー

ルの規則が適用されます（P.15-57 の「接続先情報

の表示設定と制限設定」を参照）。

表 15-9 接続先の表示設定（続き）

フィールド名 説明
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Cisco CallManager のデバイス コントロール プロトコルによる発信者 ID サポート

Cisco CallManager では、コールを処理するデバイス コントロール プロトコルに

基づいて、発信者の名前および番号を表示します。すべてのデバイス プロトコ

ルがプロトコル メッセージで発信者番号および名前の情報を提供するわけでは

ありません。表 15-10 は、発信者 ID サービスをサポートするプロトコルをまと

めたものです。

Connected Name Presentation 

(incoming call)
着信コールが変換パターンまたはルート パター

ンを経由し、Connected Name Presentation が 

Allowed または Restricted に設定されている場合、

接続先の名前表示は変換パターンまたはルート パ

ターンの設定で変更されます。Cisco CallManager シ

ステムに到達したコールが PBX または PSTN へ送

信される場合は、発信コールの規則が適用されま

す（P.15-57 の「接続先情報の表示設定と制限設定」

を参照）。

（注） ゲートウェイには名前情報を制御する設
定がありません。

表 15-9 接続先の表示設定（続き）

フィールド名 説明

表 15-10 デバイス コントロール プロトコルがサポートする発信者 ID 情報

デバイス コントロール プ
ロトコル 発信側回線 発信側名 接続先回線 接続先名

SCCP を使用する IP Phone 回線番号を提供 DN に関連付け

られている名前

を提供

受信時に番号を

表示

受信時に名前を

表示

MGCP ステーション
（FXS）

回線番号を提供 DN に関連付け

られている名前

を提供

サポートなし 受信時に名前を

表示
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関連項目

• 発信側および着信側の変換（P.15-48）

• 特殊文字と設定値（P.15-32）

• 拡張されたコール識別サービス（P.38-11）

MGCP トランク（FXO、
T1 CAS）

サポートなし サポートなし サポートなし サポートなし

H.323 トランク H.225 SETUP で

送信される発信

側回線

クラスタ間トラ

ンクのみ、H.225

メッセージ内の

DISPLAY IE を使

用してサポート

クラスタ間トラ

ンクのみ、H.225

NOTIFY で

サポート

クラスタ間トラ

ンクのみ、H.225

メッセージ内の

DISPLAY IE でサ

ポート

PRI トランク PRI SETUP 内の

発信側回線

PRI メッセージ

内の FACILITY

IE を使用してサ

ポート

サポートなし PRI メッセージ

内の FACILITY

IE を使用してサ

ポート

QSIG トランク QSIG SETUP 内

の発信側回線

QSIG メッセージ

内の FACILITY

IE を使用してサ

ポート

QSIG CONNECT

でサポート

QSIG メッセージ

内の FACILITY

IE を使用してサ

ポート

SIP トランク From ヘッダー

および 
Remote-Party- ID 

ヘッダーに含ま

れる発信側回線

From ヘッダー

および 
Remote-Party-ID 

ヘッダーに含ま

れる発信側名

Remote-Party-ID

ヘッダーに含ま

れる接続先回線

Remote-Party-ID

ヘッダーに含ま

れる接続先名

表 15-10 デバイス コントロール プロトコルがサポートする発信者 ID 情報（続き）

デバイス コントロール プ
ロトコル 発信側回線 発信側名 接続先回線 接続先名
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外部ルート プラン ウィザード
外部ルート プラン ウィザードは、一連のプロンプトから管理者が指定した情報

を使用して、NANP エリア用の単一テナントで、複数ロケーションからなる区分

化ルート プランを生成します。 

外部ルート プラン ウィザードで生成されたルート パターンには、次の要素が含

まれています。

• ルート フィルタ

• ルート グループ

• ルート リスト

• ルート パターン

• パーティション

• コーリング サーチ スペース

• 発信側、および発信側の変換

• アクセス コード操作

次のトピックでは、外部ルート プラン ウィザードでルート プランを生成する際

に使用される、基本的な概念について説明します。

• 生成されたルート フィルタ（P.15-63）

• 生成されたルート グループ（P.15-65）

• 生成されたルート リスト（P.15-66）

• 生成されたルート パターン（P.15-68）

生成されたルート フィルタ

生成されたルート フィルタは、ルート パターンを使用して、ルート リストを利

用するアクセスを許可または制限します。外部ルート プラン ウィザードは、各

ルート リストを特定のルート フィルタに関連付けます。このウィザードは、

TenantLocationCalltype 規則を使用してルート フィルタに名前を付け、識別が容

易になるように各ルート フィルタの接尾部に RF を追加します。

表 15-11 では、ルート フィルタを使用する、7 つのタイプのルート リストを示し

ています。この表では、特定のルート フィルタ名および実際のアクセス コード

とエリア コードを使用して読みやすくしている例を示しています。
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表 15-11 ルート リストと関連ルート フィルタ

ルート リストのタイプ ルート フィルタ名と内容の例

911 コール 名前：CiscoDallas911RF

内容：9.@ where (SERVICE == 911)

大都市（7 桁と 10 桁）

ダイヤルの市内コール

名前：CiscoDallasLocalRF

内容：9.@ where (INTERNATIONAL-ACCESS 
DOES-NOT-EXIST) AND (LOCAL-AREA-CODE 

DOES-NOT-EXIST) AND (AREA-CODE 

DOES-NOT-EXIST) AND (SERVICE DOES-NOT-EXIST) 

OR (LOCAL-AREA-CODE == 972) OR 

(LOCAL-AREA-CODE == 214)

10 桁ダイヤルの市内

コール

名前：CiscoDallasLocal10DCallRF

内容：9.@ where (LOCAL-AREA-CODE == 972) OR 
(LOCAL-AREA-CODE == 214)

7 桁ダイヤルの市内

コール

名前：CiscoDallasLocal7DCallRF

内容：9.@ where (INTERNATIONAL-ACCESS 
DOES-NOT-EXIST) AND (AREA-CODE 

DOES-NOT-EXIST) AND (SERVICE DOES-NOT-EXIST)

トール バイパス コー

ル

名前：CiscoTollByPassToDallasRF

内容：9.@ where (AREA-CODE == 972) OR 
(AREA-CODE == 214)

長距離コール 名前：CiscoDallasLongDistanceRF

内容：9.@ where (AREA-CODE EXISTS)

国際コール 名前：CiscoDallasIntlRF

内容：9.@ where (INTERNATIONAL-ACCESS EXISTS)
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生成されたルート グループ

生成されたルート グループは、ゲートウェイとポートの使用優先順を設定しま

す。外部ルート プラン ウィザードは、生成された各ルート グループに 1 つの

ゲートウェイを割り当てます。このウィザードは、そのゲートウェイ上のすべて

のポートを使用します。ウィザードでは、生成された外部ルート プランに対し

て、リソースを部分的に使用することをサポートしていません。 

外部ルート プラン ウィザードは、TenantLocationGatewayTypeNumber 規則を使用

してルート フィルタに名前を付けて、識別しやすいようにしています。次のリ

ストは、ゲートウェイ タイプの省略語を示しています。

• AA：アナログ アクセス

• DA：デジタル アクセス

• HT：H.323 トランク

• MS：MGCP ステーション

• MT：MGCP トランク

外部ルート プラン ウィザードは、すべてのルート グループに数字の接尾部を付

けて、同じタイプの複数のゲートウェイに関連付けられるルート グループを識

別します。たとえば、シスコの Dallas 事業所に 3 つの MGCP トランク ゲート

ウェイがある場合、外部ルート プラン ウィザードは、関連したルート グループ

に CiscoDallasMT1、CiscoDallasMT2、および CiscoDallasMT3 という名前を指定

します。

ルート リストに複数のルート グループと複数のゲートウェイ（ルート グループ

ごとに 1 つのゲートウェイ）が含まれる場合、外部ルート プラン ウィザードは

それらのルート グループを任意の順序でリストします。順序付けの必須条件は、

ローカル ゲートウェイに関連付けられているルート グループが、リモート ゲー

トウェイに関連付けられているルート グループの前にリストされることだけで

す。必要に応じて、ルート プランの生成後にこの順序を手動で変更してくださ

い。

（注） Cisco CallManager は、あるロケーションに属するすべてのゲートウェイをそのロ

ケーションの共有リソースとして扱います。
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生成されたルート リスト

生成されたルート リストは、ルート グループの使用優先順を設定し、それらの

ルート グループに適用されるルート フィルタを指定します。外部ルート プラン

ウィザードは、使用可能なローカル ダイヤル選択項目のタイプに応じて、ロケー

ションごとに 5 ～ 7 個のルート リストを作成します。したがって、ルート リス

トの合計数は、ローカル ダイヤル方式、およびそのルート プランが提供するロ

ケーションの数により決まります。

外部ルート プラン ウィザードは、TenantLocationCalltype 規則を使用してルート

リストには名前を付けることと、接尾部に RL を追加して、識別を容易にしてい

ます。

表 15-12 では、ルート リストのさまざまなタイプを示しています。この表に示さ

れている例では、特定のルート リスト名を使用して簡単に読み取りれるように

しています。

表 15-12 ルート リストのタイプ

ルート リストのタイプ ルート リスト名の例と使用方法

911 コール 名前：CiscoDallas911RL

使用法：このルート リスト タイプは、911 緊急コール

に使用されます。

企業コール 名前：CiscoDallasEnterpriseRL

使用法：このルート リスト タイプは、Cisco 

CallManager から隣接 PBX へのコールを含むルート プ

ランに使用されます。ルート プランに隣接 PBX への

ルーティングが含まれていない場合、ウィザードは、

このルート リスト タイプを生成しません。
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大都市ダイヤルの市内

コール

名前：CiscoDallasLocalRL

使用法：このルート リスト タイプは、7 桁と 10 桁の

両方のダイヤル区域を含むルート プランに使用され

ます。このルート リスト タイプは、2 つのルート リ

ストを生成します。つまり、7 桁ダイヤル用のルート

リストと、10 桁ダイヤル用のルート リストです。大

都市ルート リストを使用するルート プランの生成を

選択した場合は、7 桁または 10 桁のダイヤル ルート

リストを選択できません。

10 桁ダイヤルの市内

コール

名前：CiscoDallasLocal10DCallRL

使用法：このルート リスト タイプは、10 桁ダイヤル

を使用するルート プランに使用されます。このルート

リスト タイプは、10 桁ダイヤル用のルート リストを

生成します。10 桁ダイヤル ルート リストを使用する

ルート プランの生成を選択した場合は、7 桁または大

都市ダイヤル ルート リストを選択できません。

7 桁ダイヤルの市内

コール

名前：CiscoDallasLocal7DCallRL

使用法：このルート リスト タイプは、7 桁ダイヤルを

使用するルート プランに使用されます。このルート リ

スト タイプは、7 桁ダイヤル用のルート リストを生成

します。7 桁ダイヤル ルート リストを使用するルート

プランの生成を選択した場合は、10 桁または大都市ダ

イヤル ルート リストを選択できません。

トール バイパス コー

ル

名前：CiscoTollByPassToDallasRL

使用法：このルート リスト タイプは、リモート ロケー

ションから発信されるクラスタ内コールを、ローカル

コールとしてローカル ゲートウェイから発信するた

めに使用されます。

表 15-12 ルート リストのタイプ（続き）

ルート リストのタイプ ルート リスト名の例と使用方法
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生成されたルート パターン

生成されたルート パターンは、コールを特定のデバイスに送信し、特定のダイ

ヤル数字列の組み込みまたは除外を行います。外部ルート プラン ウィザードは、

アクセス コードの接頭部を必要とするルート パターンだけを生成します。コー

ルを PSTN にルーティングする一般的なルート パターンには、接頭部構造の 9.@

があります。コールを PBX にルーティングする一般的なルート パターンには、

接頭部構造の 9.9.@ があります。

外部ルート プラン ウィザードは、ルート リスト、ルート フィルタ、およびパー

ティションを各ルート パターンに関連付けます。このルート パターンは、関連

したルート リストに対して、該当する発信側変換マスク、着信側変換マスク、数

字破棄命令、およびプレフィックス番号を提供します。

このウィザードは、隣接 PBX へのコールのルート パターンを、アクセス コー

ド、およびその PBX が提供する電話番号の範囲に基づいて作成します。たとえ

ば、隣接 PBX にコールを送信するのに使用されるアクセス コードが 9 であり、

その PBX が提供する電話番号の範囲が 1000 ～ 1999 である場合、外部ルート プ

ラン ウィザードは、企業コール用のルート パターン 9.1XXX を生成します。

長距離コール 名前：CiscoDallasLongDistanceRL

使用法：このルート リスト タイプは、長距離料金コー

ルに使用されます。

国際コール 名前：CiscoDallasIntlRL

使用法：このルート リスト タイプは、国際料金コー

ルに使用されます。

表 15-12 ルート リストのタイプ（続き）

ルート リストのタイプ ルート リスト名の例と使用方法
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ルート プラン レポート
ルート プラン レポートには、システム内のすべての未割り当て電話番号（DN）、

コール パーク（転送先保留）番号、コール ピックアップ番号、会議番号（Meet-Me

番号）、電話番号、ルート パターン、変換パターン、ボイスメール ポート、メッ

セージ受信のインディケータ、およびコンソール番号のリストが含まれていま

す。

ルート プラン レポートを使用すると、ルート パターン、パーティション、ルー

ト グループ、ルート リスト、電話番号、コール パーク（転送先保留）番号、コー

ル ピックアップ番号、会議番号（Meet-Me 番号）、またはゲートウェイを選択す

ることにより、リストの一部または全部を表示したり、関連する設定ウィンドウ

に直接進んだりすることができます。

ルート プラン レポートを使用して、未割り当ての電話番号リストを取得し、必

要に応じてこれらの番号を Cisco CallManager データベースから削除することが

できます。

さらに、ルート プラン レポートを使用して .csv ファイルにレポート データを保

管し、他の Bulk Administration Tools（BAT）などのアプリケーションにインポー

トすることもできます。この .csv ファイルには、電話機の電話番号（DN）、ルー

ト パターン、変換パターンを含めて、詳しい情報が入っています。詳細につい

ては、『Cisco CallManager アドミニストレーション ガイド』の「ルート プラン

レポート」を参照してください。
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参考情報

関連項目

• パーティションおよびコーリング サーチ スペース（P.13-1）

参考資料

• 『Cisco CallManager アドミニストレーション ガイド』の「パーティションの

設定」

• 『Cisco CallManager アドミニストレーション ガイド』の「コール検索スペー

スの設定」

• 『Cisco CallManager アドミニストレーション ガイド』の「ルート グループの

設定」

• 『Cisco CallManager アドミニストレーション ガイド』の「ルート リストの設

定」

• 『Cisco CallManager アドミニストレーション ガイド』の「ルート パターンの

設定」

• 『Cisco CallManager アドミニストレーション ガイド』の「回線グループの設

定」

• 『Cisco CallManager アドミニストレーション ガイド』の「ハント リストの設

定」

• 『Cisco CallManager アドミニストレーション ガイド』の「ハント パイロット

の設定」

• 『Cisco CallManager アドミニストレーション ガイド』の「ソフトキー テンプ

レートの設定」

• Cisco IP テレフォニー ネットワーク デザイン ガイド

• Cisco CallManager 4.2(1) Call Detail Record Definition
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